
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































びついている状態，厳密にいうならそう思いこまれている状態が “不安 ” なのだ。その懐疑のないこと，
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（35）上に同じ。
（36）『〈在日〉文学全集』第 5巻・金時鐘，勉誠出版，2006年。
（37）金時鐘「日本精神修養時代」（『図書』2014年 4月号）。
（38）金恵媛編『在日朝鮮女性作品集 1945-84　2』在日朝鮮人資料叢書 9，緑蔭書房，2014年。
（39）宇野田尚哉「『ヂンダレ』『カリオン』『原点』『黄海』解説」（復刻版『ヂンダレ・カリオン』別冊，
不二出版，2008年，所収）。
（40）『論潮』第 6号，論調の会，2014年 1月。
（41）尹健次「民戦から朝鮮総連へ―路線転換の歩み」（『在日朝鮮人史研究』第 43号，2013年 10月）。
（42）鄭仁「一年の集約」（『ヂンダレ』第 18号，1957年 7月）。
（43）注（40）に同じ。
